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琉球先島方言のアクセント体系・再考
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Abstract

ＴｈｉｓｐａｐｅｒａｔｔｅｍｐｔｓｔｏｓｈｏｗｔｈａｔｔｈｅJapanesedialectsinRyukyuSakishima

Islandsaretone-languagesｗｈｉｃｈｈａｖｅｏｎｅｔｏｔｈｒｅｅｔｙｐｅｓｏｆｐｉｔｃh-patternsontheir

prosodicalunit-wordorword＋s況ffix-similartothedialectsinwesttheKyushu，

andarenotpitch-accentlanguagｅｓｌｉｋｅ′Ibkyo-dialectastheyhavebeengenerally

regaIded．

０．はじめに

０－１琉球諸方言の<語句アクセント＞は，従来考えられていたのとは異なり，いわゆる

<、型体系＞を持つものと思われる。

このことについて筆者は，国語学会1982年度秋季大会において発表し，また,「鹿児島大学

文科報告」１８号（1982）の拙稿において，琉球諸方言の東部分派の一つ・徳之島方言を例に

詳しく論じたことが有る。

ここでは，それに続く試みとして，同西部分派に属する先島方言＝宮古・八重山の諸方言

＝を取り上げ，それらの<語句アクセント＞がやはりく、型体系＞を持つことを，具さに検

証してみたいと思うのである。

０－２検証に当って，下記の調査報告①②を手がかりとし，また，③以下の論考を参照す

ることとした。

①平山輝男．中本正智『琉球与那国方言の研究』(1964）

②平山輝男．大島一郎．中本正智『琉球先島方言の総合的研究』(1967）

③金田一春彦「アクセントから見た琉球諸方言の系統」（｢東京外国語大学論集」７．１９６０）

④平山輝男「琉球先島方言のアクセント体系」（｢国語学」６７．１９６６）

⑤平山輝男．大島一郎．中本正智『琉球方言の総合的研究』(1966）

⑥柴田武監修『全国方言資料１０～１１・琉球編Ｉ～II』(1972）

*崎村弘文，鹿児島大学教養部文学研究室

LaboratoryofLiterature,CollegeofLiberalArts,KagoshimaUniversitV,Z1-3qKorimotol-Chome,Kagoshima
890,ＪＡＰＡＮ
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⑦中本正智『琉球方言音韻の研究』(1976）

１．検証

１－１以下，区別される型の数ｎが大の方言から順に検証を加えるが，その際，次のよう

な手順によるものとする。即ち，各方言について，

（ｲ)まず，従来の見方を，報告①②所載のくアクセント体系表＞により示し，

（ﾛ)次に，筆者の解釈と，それを支える事実認識＝主に，語句の<音形＞と調値との関係に

関わる＝とを示す。

（なお，各方言の行なわれている地点については，次頁地図ｌ参照。該地図は，琉球諸方言

における２拍名詞の調類区別の様相を示すため作成したもので，表中の３．２ａ・２ｂ・２ｃは

各々，次のことを示す。

３：それを付された方言が２拍名詞について３種の調類＝名義抄式アクセントの１．２類

／３類／４．５類＝を区別すること。

２ａ：〃〃２種の調類＝同１．２．３類／４９５類＝を

区別すること。

２ｂ：〃〃〃＝同１．２類／３．４．５類＝を

区別すること。

２ｃ：〃〃〃＝同１．２．４．５類／３類＝を

区別すること。

以下に述べる、型アクセント方言の場合，如上の３．２等は，そのまま，その方言の全て

の語句について認められる調類数＝即ち、,＝に該当する｡）

１－２与那国方言
ソナイ

ｌ－２－１沖縄県八重山郡与那国町祖納方言（３型）

この方言のアクセン
与那国祖納方言のアクセント体系表

この方言のアクセン

ト体系についての解釈

は，左表の如くで適当

と思われる。

即ち，モーラを分節

単位として分析し,｝で

括った複数の調値は互

いに条件異調値の関係

に在るものとして１調

類にまとめ，この方言

には「語句の長さに関

わりなく３種の調類＝

高・低・降＝が認めら

れる」と考えるわけで

Ｍｅｍ・KagoshimaUniv･Res・CenterS・Pac.,Ｖｏｌ､４，No.１，１９８３

柏 反省的型 音韻論的解釈 語 例

２

二二｝
○○

○①

●①｝

/一○○／

/一○○／

弓

/一○○／

?iju(魚)，

？

sa9i（酒)，ｂｕ９（居る）

inu（犬)，ｈana（花)，ｄａｍａ（山）

nni（舟)，ｍｕ９ｕ（婿)，？a，（有る）
×

３

○●●

●●●

○○○

｝

鰯｝

/一○○○／

/一○○○／

‐

/一○○○／

？a9ui（欠伸)，ma9uD（巻く）,．

bｉ９９
×

ａ（男）

ma9ura（枕)，sa9uD（裂く）

ｍｉｎｕ９ａ（女)， t'z噂i(薬)，ｔ'a:Ｄ(近い）×

４

○●●●

●●●●

○○○○

○●●①

●●●①

１
１

/一○○○○／

/一○○○○／

‐

/一○○○○／

hanaburu（鼻)，ni9saD（遅い）

?anamPu（穴)，，amaruD（余る）

nanadu:（七十)，ｔ'3i9du:（四十）
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ある（｝で括った調値のうち下方のものは，第２モーラに調値の上がりめを担いにくいモー

ラー溌音・単独の母音等。表中，×を付して示す＝を持つ語が取るもので，通時的観点から

は，上方の調値へ移行する一歩手前の段階に在るものと把えられる)。

なお，これと名義抄式アクセントとを比較した場合，次のような調類の対応が認められる。

「高」類：１拍名詞１．２類,２拍名詞１．２類,３拍名詞形類ほか；動詞１類;形容詞１類

「低」類：１拍名詞３類，２拍名詞３類，同４．５類の一部，３拍名詞の一部；動詞２類

「降」類：２拍名詞４．５類，３拍名詞の一部；形容詞２類

※２拍名詞４．５類相当語の一部が同３類相当語と調値・調類を同じくする事実は，この

方言に限らず，琉球諸方言にかなり普遍的に認められる。

※２拍名詞４．５類相当語のごく－部・３拍名詞相当語のごく一部＝r簾｣｢盛_I等＝は，語

末から第二番めの柏が高い調値●○・○●○を取るが，これは，語末の柏が溌音・単独

の母音等く独立性の乏しい＞もので,調値の下がりめ-④を担いにくいことによるものと

思われる（即ち，それらは，○⑳．○●⑳等と条件異調値の関係に在るものと見なされ

る)｡形容詞２類相当語が○●○・○●●○の調値を取るのも同様の理由によるものと思

われる。したがって，上記対･応表では，形容詞２類を「降」類の項に示した。

※各類の名詞には，主格の助詞〔Ｕａ〕が-●し．一○Ｐ・－●傍の如く付く（ただし，通常

の発話では，付かないのが通例)。

※ちなみに，１拍名詞相当語は，いずれも引いて２拍に発音する。

１－３石垣方言
ソナイ

１－３－１八重山君ﾛ竹富町租#内方言（３型から２型へ移行しつつある）

柏

２

３

４

反省的型

○○

②○

○⑨

○○○

○③○

②○○

○○⑳

｝

○○○○

○○②○

○●○○

○○○⑧

｝

西表租納方言のアクセント体系表

音韻論的解釈

／○○／

/○~'○／

/○○~'／

/○○○／

/ＣＯi'○／

/○○○~､／

/○○○○／

/○○○'○／

/○○○○.'／

語 例

’U/』〔牛)，ｂｕＤ（居る）

，u/i(日),?aR(網．有るし_蕊等）ｘｑ

ｐ?頑（花)，？udi〈腕)，ｍｕｋｕ（婿）

kibU/：（煙)，s9kuD（咲く）
ku9ani（黄金)，S9kuD（裂く>，misaD（良い）

miIl塊くこ|>,mja:｡(無い）
F1Jiri〈薬)，ｍｏ:ｒａ(枕）

manantSa（州.板)，？a4puo<遊ぶ）
Fumimunu（履物>，フamaruD〈余る)！

Pa/ysaD(厚い｡暑い),mimiWl(みみず)
?ina塊ki（杵)，ｋ甑akara（刷瓶）

調値

○○

③○

○⑳

同左

同左

モーラを分節単位として分析する。

○●・●○の調値は，いずれも，２拍名詞３．４．５類相当語に認められるもので，互い

に同一調類の条件異調値の関係に在るものと見なされる（後者●○は，３．４．５類相当語の

うち第２モーラに調値の上がりめを担いにくいモーラー溌音・単独の母音等，表中，×を付

して示す＝を持つものが取る調値，前者○●は，それ以外のものが取る調値，と規定される)。

したがって，この方言では，２モーラ語の調類は２種認められるのみということになる。
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３モーラ語。４モーラ語については，基本的に低・降・昇の３調類を認めるのが適当と思

われるが，うち，名詞に関しては，助詞が付いた場合,「降_Ｉ類のものが「昇」類のものと調

値を同じくする傾向が有り，２型化への動きが窺われる（下記参照)。

中高型（○●○）尾高型（○○●，○○○>，○○○ｂし）

ku9ani，ku9anidu?aru（黄金，～がある）ＦＷ､iri，FWiridu?aru（薬，～がある）

ku9anindu?aru（黄金がある）ＦＷ､irindu?aru（薬がある）

また，ku9anindu？aru（黄金がある）na8da，、a:dandu？idiru（涙，～が出る）

miduD，midundubu：（女，～がいる）

また，midundubu：（女がいる）

中高型（○○●○)，（○●○○）尾高型（○○○●,○○○○Ｐ,○○○○じし）

Fumimunu，Fumlmunudu，aru（履物，～がある），inav1豆？inavjkidu，aru（杵，～がある）回c

Fumlmunundu?aru（履物がある），inav1kinduParu（杵がある）

また，FqIpimundu？ａｒｕｋ無ak9ra，ｋ甑ak9raduparu（一種の酒の畑瓶，

Fumimunundu？aru～がある）
。o

mimint/．１，mimint/､idubu:（みみず，～がいる）

miminvindubu：（みみずがいる）

また，miminVidubu：

miminvindubu：

１－３－２八重山郡竹富町宮里方言（２型う

黒島方言のアクセント体系表

３

崎村：琉球先島方言のアクセント体系・再考

２

※表中，×を付したのは，調値の上がりめｏｒ下がりめを担いにくいモーラ。

モーラを分節単位として分析し，｛で括られた複数の調値を「アクセント変化に伴なう，１

調類の調値のゆれ」と見なし，昇・降の２調類を認める。

この方言では，現在，●●-→○●-ならびに-●○○→一●●○のアクセント変化が進みつ

つあるもののようである（後者の変化は，モーラ数４以上の語にのみ認められる。下記参照)。

?U/､ル？U/inu?a，（臼，～がある）？oU9i，？oU9inu?a，（扇，～がある）

Winudu？aｒ（臼はある）７oU9inudu？aｒ（扇はある）

sar，ｓａｎｎｕｂｕＤ（猿，～がいる）↓makuD，makeheD（蒔く，蒔いた）

４

調値

{同蔵

{同（
{同左

{圃座
○
○
○
○

○
○
密
●

③
③
⑲
●

○
③
○
●

１
１
１
１

軸 反省的型

;:｝
③○

１
１

⑤
●
○
○

②
●
②
魯

○
●
○
③

::｝
○○１

○○ｊ

::｝

②
●
⑬
●
③
●

○
●
○
●
○
●

､論的解釈

/○○ノ

/○]○／

/○○○／

/○○｢可○／

○○○○／

/○Ｃ『'○○／

/○○○~'○／

例

，u/i<牛),，a9噸),両(居る〉

、(日),ﾌa9(有る〉×

(煙)､makuD（巻く〉，、e:，（似る）

9ar魂（烏)，makuD（蒔く>，ｈ響･ａ（凡>，
ｍＷｐ（縫う）

（男)，fVta:r

9UffaD(重い）

〈二人>，ｎａＦ詑而

PamarlJID〈余る>､takahaD〈高い)，

hElnUar（鏡）

(飲んだ)，mkmad3i（みみず）
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jumeheD（読む，読んだ）

numeheD（飲む，飲んだ）

pureheD（掘る，掘った）

sarmudubur（猿はいる）JumuD，

kﾘkuru，kVkurunud3o:to：（心，～が良い）numuD，

kukurunud3o:to：（心が良い）puruD，

kukurunudud3o:to：（心は良い）
ハザマ

ｌ－３－３八重山郡竹富町坂座間方言（２型）

竹富方言のアクセント体系表

３

Ｍｅｍ､KagoshimaUniv･Res,CenterSPac.,Vbl･4)No.1，１９８３

２

５

４

１
１

モーラを分節単位として分析し，次のような考え方に基づいて，低・昇の２調類を認める。

即ち，

。×を付した調値○●○・○●○○は，いずれも自立語十付属語のそれであり，自立語調

値を示す表からは除くべきものである。

。○●○○○は，それを取る語の乏しい特異な調値と見られ，表からは除くべきものと思

われる（報告②には，該調値を取る語の多寡について触れるところが無く，〔jubiU9ani〕

の例を示すのみである。他の琉球諸方言において，共通語「指輪」に相当する語＝直訳

語形「指金」＝が特異な調値を取りがちである事実から見て，この〔jUbiU9ani〕もそう

である可能性が高い。なお検討すべきものと思うが,ここは,ひとまずその判断に従う)。

。○●○◎。○●○○◎・●●○○◎は，いずれも，音韻論的（生成アクセント論的）に
は「末尾モーラが高い-,点を重視すべきものであり，第２（および第１）モーラが高

くなるのは，この方言にそれとは別の音声実現規則＝「降」類の長い語（モーラ数４以

上の語）については第２モーラを高める。第２モーラがく独立性の乏しい＞ものである

場合は，第１モーラをも高める＝が有るためと思われる（モーラ数３以下の語でも，助

詞が付いて長くなると第２モーラが高くなる事実＝下記＝参照。ただし，形容詞につい

ては，そのような調値を取ることが調類の区別を保つのに効果的な一面が有るため，２

類相当語が末尾高の調値に落ち着きにくいようである)。

9ara/i’９ara/Ynudubura（烏，～がいる）↓形容詞は

訓値

○
．
＠
◎

○
○
○
○

○
○
○
、

○
○
○
Ｏ

ｒ
ｌ
Ｉ
１
１
１

○
◎
③
。
◎

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
④
⑥

○
○
○
○
⑲

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１

柏 以省的慰

ＯＯ

Ｏｅ

○○○

○○③

ｘ○．○

:::;｝
○○○⑳

x○鯉○◎

○⑨○◎

１
１

０
◎
④
○
。
◎

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
③
③
③

○
○
○
○
○
③

？
。

音訓論的解釈

／○○／

/○○~ソ

/○○○／

/○○○~1／

/○Ｃ『'○／

/○○○○／

/○○弓○○／

/○○○○~ソ

/○○○○○／

/○○○○○~ソ

/○○'○○○／

例

hana〈恥，ｂｕＤ（居る〉

hana〈花)，７aＤ（有る）

kjuJi（煙)，ｓｏ:，（咲く）

9araJY〈烏)，ｓｏ:、（裂く）．Ｆﾘkasa（深さ）

hananu（花が）

kuU9ani（黄金)，？akasasu（赤い）

?u:nai（蝦)，taramuD（紋む）

9ara/・inu（烏が)，FUkasasu〈深い）

had3imiruD〈始める〉

一

，ina91kki〈杵）

jubiD9ani（指輪)、？atsumaruD（集まる)．

takkiruD（助ける）



２

崎村：琉球先島方言のアクセント体系・再考

?usaU9i，？usaU9inudubura（兎，～がいる）？akasaD（赤い）PasasaD（浅い）……１類

？usaU9mumi：（兎の目）ｔａ:saD（高い）ＦﾘkasaD（深い）……２類

?u:nai，？u:nainudubura（鰻，～がいる）のような形ではアクセントが同一型(○○○●）に

ｍｉ:jad3i，ｍｉ:jad3inudubma（みみず，～がいる）統合しているが，

pakasasu（赤い）？asasasu（浅い）……

So:、[so:D]，Saiqtta:（裂く，裂いた）低平型（○○○。）

mo:､[mo:､]，mai91tta:（蒔く，蒔いた）ｔａ:sasu（高い）F9kasasu（深い）……

tammuD，tarami9jtta（頼む，頼んだ）中高型（○●○。）

sukuruD，sukuri94tta（作る，作った）のような形では明瞭な区別がある。

連体形でも

７akasaruhana（赤い花）

？asasaruka：（浅い井戸）

ta8saruJama（高い山）

Fukasaruka：（深い井戸）
○

語幹十sａの形でも

pakasa（赤さ）？asasa（浅さ）…………

低平型（○○○）

ｔａ:sａ（高さ）FPkasa（深さ）……･･…・

尾高型（○○●）

のように1類と2類との間に明瞭な型の区別がある。

１－３－４八重山郡竹富町北方言（２型）

波照間方言のアクセント体系表
垂
幽

8６

３

４

５

モーラを分節単位として分析し，低・昇の２調類を認める。

。○。◎・◎○○。◎は，形容詞１類相当語が取る調値である。それらの語は，何らかの

理由で名詞や動詞１類よりもアクセント変化に従うのが遅かったため，かつての様相(○)○

○●●を色濃く伝えるとともに，２類相当語との区別をより確かにするために，他に先がけ

て●○○○(○)の調値を取ろうとしているものと思われる．

柏 反省的型

○○

○⑬

○○○

○○⑳

::;;｝
○○○⑳

:::;;｝
○○○○⑥

斉韻論的解釈

/○○／

/○○~ソ

／○○○／

/○○○.ソ

／○○○○／

/○○○○~ソ

/○○○○○／

/○○○○○可／

I’

?usY（牛)，ｂｕＤ（居る）

?USr〈臼)，７aＤ（有る）

katsu:（鰹)，sa9uD（咲く）

ｍｉｄｕｍｕ（女>，ｓ?kuD（裂く〉

futa:tsu（二つ>，，atsahaD（厚い）血

ー

kuxjO:，（暦)，，atsaha'ｐ〈暑い）

narabil･uＤ（並べる)，ｔｕ:sahaD（違い）

nagariruD（流れる〉



※表中，×を付したのは，調値の上がりめｏｒ下がりめを担いにくいモーラ。

モーラを分節単位として分析し{で括られた複数の調値を｢アクセント変化に伴なう，１調

類の調値のゆれ」と見なし，降・昇の２調類を認める。

この方言では，現在，●○一→○●-ならびに-●●→一○●のアクセント変化が進みつつあ

るようである（●○一・○●-は，ともに，３拍名詞形・小豆・二十歳類相当語，同頭類相当

語の一部;動詞１類相当語がこれを取り，－●●・一○●は，ともに，３拍名詞頭類相当語の

大部分，同命・兎。兜類相当語；動詞２類相当語がこれを取る。なお，●○。◎・◎○●●

は，各々，３拍形容詞１類相当語の大部分・同２類相当語の大部分が取る調値であるが，見

ての如く両者の音声学的実質はほぼ同一であり，調値の混同→調類区別の喪失が起きつつあ

ることを窺わせる)。

１－３－６石垣市宮良方言（２型）

宮良方言のアクセント体系表

Ｍｅｍ,KagoshimaUniv､Res､CenterS,Pac｡,ＶｂＬ４,No.1，１９８３

コハマ

ｌ－３－５八重山郡竹富町小浜方言（２型）

8７

小浜方言のアクセント体系表小浜方言のアクセント体系表

２

３

－
〕

⑳○○○

●○。◎

○●○○
４

モーラを分節単位として分析し，{で括られた二つの調値を「アクセント変化に伴なう，１

調類の調値のゆれ」と見なし，降．低の２調類を認める。

この方言では，現在，●○一→○●一のアクセント変化が進みつつあるようである（●○

○・○●○は，ともに，３拍名詞形・小豆・二十歳類相当語；２拍動詞１類相当語がこれを

取り，●○○○・○●○○は，ともに，３拍動詞１類相当語がこれを取る)。

３

語

２

○，○○｛
鰯○○○

４

訓怖

{風塵

{::：
{嗣左

隣
|凧“

調値

{認：

柏 反行的型

、○

○③

●●

⑬○○

○，○

:;:｝

○○○⑬↑

;:::Ｉ

音韻論的解釈

/○○／

/○○~ソ

/○~'○○／

/○○-'○／

/○○○句／

/○~､○○○／

/○○~'○○／

/○○○○弓／

語 例

?us９（牛)，ｈｏＤ（為る）

mukll（婿)，？us9（日），ｋｕ９〈来る）
×

，a糾叫〈欠伸),makup(巻く）
蜂atsi(鼻血）

Fukuru（袋>，garas9（烏〉｡

】ベ

kuKlUani〈黄金)，？akahaD（赤い）

kariru2〈枯れる〉

mako:ｒａ〈枕)，，arukuR<歩く
tsaha2（強い）

拍 反省的型

⑳○

○○

⑭○○

○⑬○

○○○

②○○○

○④○○

○○○Ｃ

青銅論的解釈

/○-'○／

/○○／

/○-'○○／

/ＯＣｒ○／

／○○○／

/○~'○○○／

/○○~'○○／

／○○○○／

例

?USY（牛)，ＦＵＤ（為る）

?usｌ〈臼)．ｋｕｌＤ（来る）

?akUbr（欠伸)，makuD〈巻く）

”tai（額)，ＦｕｍｕＤ〈汲む）

takara（宝)，ｓ９ｋｕＤ〈裂く）

badaruD（渡る)，？akahaD（赤い〉

bi9iduo〈男)，フasabuD〈遊ぶ）

ｍｉ:duo〈女)，？ｉｄｕｕｉｊ,,uｕ（余る）



この方言のアクセント体系についての解釈は，上表の如くでほぼ適当と思われる｡(モーラ

を分節単位として分析し，降．低の２調類を認める)。

この方言では，現在，●●－→○●一（●○→○●）のアクセント変化が進みつつあるよ

うで，その際，第１モーラに無声化母音＝表中，×を付して示す＝を抱える語ほど，変化に

従う傾向が強いようである｡}で括られた二つの調値は，第１モーラの性質の相違により生ず

る条件異調値と見なすのが適当と思われる。

１－３－８石垣市大浜方言（２型）

大浜方言のアクセント体系表

8８

1－３－７石垣市石垣方言（２型）

石垣方言のアクセント体系表

崎村：琉球先島方言のアクセント体系・再考

２

§

４

５

４

この方言のアクセント体系は，報告②にも云う如く，基本的に（生成アクセント論的に）

上記石垣方言と同一の性格を持つものである。モーラを分節単位として分析し，｝で括られた

二つの調値を「第１モーラの性質の相違による条件異調値」として１調類にまとめ，降.低

の２調類を認めれば良い。

垂
叩

２

１
１３

柏 反竹的恥

::｝
○○

:::｝
○○○

::::｝
○○○○

霊:::｝
○○○○○

音諭論的解釈

/○割○／

/○○／

/○○~'○／

/○○○／

/○○,○○／

/○○○○

/Ｏ○Ⅲ<Ｘ)○ノ

○○○○○／

語 例

ﾌu副〈牛)・フuＤ（居る)，Ｆ9階ｕ〈il〉

，uSY（白)，，aＤ（有る）

katsu:（鰹)，kibusli（煙)，makuD（巻く）

(力）

makuD〈蒔く）

PanatS1:（鼻血)，Futa:ri〈二人>，
FukuriD（''１１れる〉ｘ・
ｘｃ

ｍｉ:duD（女)，tanumuo（頼む）

pattsa:、〈厚い)，？u上a9auD〈疑う）

?attsa:ｏ〈料い)，７角tsamaruD（集まる）

｡■,QRI

１１Ｉ 反省的型

::｝
○○

②○○

○，○

○○○

認::｝
○○○○

音訓論的解釈

/○T○／

/○○／

/○~'○○／

/○○／

/○『]○○○／

／○○○○／

例

?usi〈牛)，，uｏ（居る)，FMtsu（剛〉
×

>usY（日），？a、（有る）

katsu:（鋪)，makuD(巻く>，翌kuD（聞く）
hasaD（銭)，makuD〈蒔く）

bi9iduD（男)，？attsaD〈厚い〉

F1通gdzl（二つ〉
ｘｕ

ga;raSU(烏〕,ﾌattSaD階い),LanumUD(頼む）



8９

１－４宮古方言

１－４－１宮古郡多良間村仲筋方言（２型）

多良間仲筋方言のアクセント体系表

※表中，×を付したのは，調値の上がり目ｏｒ下がり目を担いにくいモーラ。

※語例の欄で×を付したのは，調値の上がり目ｏｒ下がり目を担いにくいモーラ。

モーラを分節単位として分析し，次のような考え方に基づいて，低・降の２調類を認める。

。×を付した調値●●●○・○●●●○は，いずれも自立語十付属語のそれであり，自立

語調値を示す表からは除くべきものである。

。△を付した調値○●●○・●●●●○の語例は，各々 ，［k9kunutsi]･[kimunal]のみであ

り，該調値は，いずれも個別的アクセント変化により生じた特異なものと認められる。

したがって，表からは除くべきものと思われる。

。上記以外の,｜で括られた二つの調値は,「アクセント変化に伴なう，ｌ調類の調値のゆれ」

と見なす（この方言では，現在，●●司一→○●司一ならびに●○→○●のアクセント変

化が進みつつあるようである)。
シモヂウエチ

１－４－２宮古郡下地町上地方言（２型）

上地方言のアクセント体系表

Ｍｅｍ・KagoShimaUniv･Res・CenterS・Paco,Ｖ01.4,No.１，１９８３

柏 反省的型 音韻論的解釈 語 例

２

○○

○●

●●｝

/○○／

/○○可／

，uST（牛・押す)，'aＹ（言う）

(日)，ｆ９ｋＹ（吹〈）９

？ａｌ
×
(有る）

３

○○○

二二g｝

/○○○／

/○○司○／

kat/u:（鰹)，フａsｌｐｌ (遊ぶ）

pasam（鉄)，フirabT（選ぶ)，ｔｕ
●●

別
×
(通る）

４

○○○○

○●○○

●●○○｝
/○○○○／

/○○~'○○／

narabi：（並べる)，'akamunu（赤い）

?udurukT（驚く)，ｔ/u抑unu（強い）

柏 反省的型 脊紺論的解釈 語 例

２

○○

三二｝

/○○／

/○↑○／

？usli（牛)，ｂｕ／（居る）

pana（花)，，us!（日），，aﾉ（有る）
ｘ

ｔﾘ?iki（月）×

，

３

○○○

○●○

●●○｝

/○○○／

/○○司○／

kat/u：（鰹)，？aslbli（遊ぶ）

9ara/ａ（烏)，？amaノ（余る）

?a/kli（歩く）
×

９ ka:rａ（瓦)，
×

４

○○○○

○●○○

●●○○

△○●●○

ｘ●●●○

１
１

/○○○○／

/○○可○○／

/○○○司○／

panatSY：（鼻血)，bikidum（男）

/au9ats11（正月)，ノaWd3u:（三十）

－ －

kukunutsi（九つ)，paRnudu（歯が）｡

５

○○○○○

○●○○○

●●○○○

ｘ○●●●○

△●●●●○

１
１

/○○○○○／

/○○~'○○○／

/○○○○司○/６

f9tai9am（額)，？aka/Q:ノ（赤い）

taka/Ｃｌ:ノ（高い)，ｔﾉ．”q:ノ（強い）
×

fukurunudu（袋が)，kiinunaノ（木の実）。



４

9０

モーラを分節単位として分析し,｜で括られた二つの調値を「アクセント変化に伴なう，１

調類の調値のゆれ」と見なし，低・降の２調類を認める。

この方言でも，現在，●●-→○●-のアクセント変化が進みつつあるようである。

１－４－３平良市大浦方言（２型）

大浦方言のアクセント体系表

※表中，×を付したのは，調値の上がり目ｏｒ下がり目を担いにくいモーラ‘

雪
叩

２

３

○●●●

●●●●

崎村：琉球先島方言のアクセント体系・再考

モーラを分節単位として分析し,｝で括られた二つの調値を「アクセント変化に伴なう，１

調類の調値のゆれ」と見なし，昇・降の２調類を認める。

この方言では，現在，●●－→○●－のアクセント変化が進みつつあるようである。また，
２モーラ語については，調値・調類の関係に混乱が生じ，次第に１型化への道をたどりつつ

あるようである。
ヒララ

１－４－４平良市狩俣方言（２型）

狩俣方言のアクセント体系表

４

壷
函

２

３

モーラを分節単位として分析し，低・降の２調類を認める。

この方言のアクセント体系は，音韻論的にも音声学的にも実に簡素なもので､ある。音韻論

的（生成アクセント論的）に基底→音声の実現規則を立てるとすれば，

「低」調：語の全てのモーラを低にせよ。

「降」調：ｎモーラ語の，末尾より（n－１）番めのモーラから同２番めのモーラまでを高

にせよ。

で良い。

柏 反省的型

○○

⑧○

○○○

○③○

○○○○

○⑤③○

音韻論的解釈

/○○／

/○~'○／

/○○○／

/○○~'○／

/○○○○／

/○○○~'○／

例

7usi（牛)，？aI（言う）

，us!（日），フａＹ〈有る）

pasu：（遊ぶ)，ｈａ:，（赤い）

?aｍａＴ（余る）

?asam（浅い）
ー

fuka:，（深い）

柚 反省的型

;:｝
齢○

１
１

②
●
○
○

⑥
●
②
⑬

○
●
○
③

;:::｝

音韻論的解釈

/○○／

/○.'○‘

/○○○／

/○○-'○ノ

/○○○○／

/○○弓○○／

例

｜
画
掘

ｉ
１
１

？
Ｓ
(ﾉ卜）など１．２．３類該当の多くの名詞および

(咲く）など二類動詞該当の大部分

?噂(F:!)など4.5賊該当の多くの名詞および

sa懐(裂く）など2類動詞該当の大部分

Dkad3i(百足),narabi(並ぶ),ｍｕ誤u(漣),而噂〈燃える〉

fInutsi1（命）
t噂（辿り)，

，irab『(選ぶ),了珂a(枕）
了正ゆ(無い）

７asa:、（浅い)，kajIkam(!脆い）

，atsIikam(暑い）,ｈａ熱肺(歩く),て7可《a、<強い）



Ｍｅｍ･KagoshimaUniv・Res､CenterSPac.,Vbl・もNo.1,1983 9］

1－４－５宮古郡下地町与那覇方言（２型）

語

２

３

この方言については，報告②にアクセント体系表が示されていないので，ひとまず，筆者

が他方言のそれになぞらえて作ったものを掲げる。

この方言には低・高の２調類が認められるが，その調値は，低平・高平という，ごく区別

のしにくい二種のもののみである（多モーラ語についても同様。複合語の場合には，高く始

まって末尾の下がる調値を取るものが少数認められるようで､あるが，該調値は高平の特異な

変種と見られるもので，アクセント体系の組み立てに変更を来すものではない)｡したがって，

２型とは云うものの，この方言は，１型アクセントないし無アクセントの方言にごく近づい

たものと見るのが当を得ているようである。

なお，この場合，モーラ・シラビームのいずれを分節単位としても分析結果に差は無いが，

近隣諸方言との関連を考えて，モーラを単位として置きたいと思う。

１－４－６平良市池間方言（２型）

池間方言のアクセント体系表

２

２

３

※表中，×を付したのは，調値の上がりめｏｒ下がりめを担いにくいモーラ。

モーラを分節単位として分析し,｝で括られた複数の調値を「アクセント変化に伴なう，１

調類の調値のゆれ」と見なし，降．低の２調類を認める。

この方言でも，現在，●●一→○●一ならびに●○→○●のアクセント変化が進みつつあ

るようである（下記参照)。

２拍名詞注第２拍が特殊な音環境の場合は雨ｉ（此)，ｈａ：（葉・歯）のように頭高また

は高平になる。ただし，助詞が付くアクセント節ではkuinudud3aukai（これが良い)，

hamudu？idiui（葉・歯が出ている）のように第２拍だけが高くなるのが普通である。

１－４－７平良市平良方言（１型）

平良方言のアクセント体系表

語拍 反省的型

::｝

音韻論的解釈

/○○F'／

例

pana〈鼻・花)，pananudu

(屯)，ｋＨｍｉｎｕｄｕ
一

?i２（犬)，？innudu

柏 反省的型

○○

●●

○○○

③Ｓ⑳

音訓論的解釈

/○○／

/'､○○○／

／○○○／

/｢○○○／

語 例

?usｒ〈'1:)，ｋｕｉ〈杭)，ｋａｍｉ（亀）

?usＴ〈臼>，ｋｕｉ（声)，ｋａｍｉ（製〕

ki〃：（煙)，ｍｉｄｕｍｕ〈･女)，nnutST

padaka（裸)，fMsUr（薬)，taraY

１姉
御く

柏 反省的型

○鱒

●●

③○

○○

縦｝
○○○

脊韻論的解釈

/○○~'／

/○○／

/○○-１○／

/○○○／

例

'usr(牛),matsY(巻く)，tuA<烏)，

両〈葉･歯）

?uST（日），matSY（蒔く)，tui（取る）

'afudzT（欠伸),フasu:(遊ぶ)，ｋｊ噂(煙〉

dzYmidzYくみみず)，tanuD（頼む）
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３ 諾:｝

４ 諾::｝

崎村：琉球先島方言のアクセント体系・再考

/○○司○／

○○-'○○／

(鰹>，ｋａＶｕ:ｍｌｄｕ

Iukuru（袋>，fVlkurunudu,茎二

ki厚(煙),kiZSmudu

panatsisY柳血)，panats対nudu②

bikidum（男)，bikidumnudu

tsu:ｍ１ｍｕ（蚊い)，ｊｏ:ｍｕｎｕ（弱い）
×

※表中，×を付したのは，調値の上がりめｏｒ下がりめを担いにくいモーラ。

モーラを分節単位として分析し,｜で括られた複数の調値を「アクセント変化に伴なう，１

調類の調値のゆれ」と見なし，降の１調類を認める。

この方言では，現在，●●一→○●一ならびに●○→●●のアクセント変化が進みつつあ

るもののようである。

２．まとめ

以上の如く，琉球先島諸方言は，無アクセント方言を除きすべて<ｎ型アクセント体系＞

を持つ方言と見なされる（その場合，ｎは正の整数で１≦n≦３)。

これにより，琉球方言の東西両分派に<、型アクセント＞方言の存することが確認される

わけで，そのＡＸＡ型分布と系譜関係の存在とから，なお十分な調査の行なわれていない中
央分派についても，<ｎ型アクセント＞方言の存在する可能性を高く見つもることができる。

また，東部分派の残りの諸方言についても，筆者がこれまでに調査した限りでは，やはり<ｎ

型アクセント＞方言である可能性が甚だ高い。

仮に，それらの見通しが正しいとすれば，琉球諸方言は，全て鹿児島方言や長崎方言と同

様のく、型アクセント＞方言として位置づけられるわけで，日本列島の九州西部以西に広範

なく、型アクセント＞方言の分布域が存在することになる。そのことの提出する問題は小さ

くない。

今後，さらに実地調査と検討を重ねて，その問題に迫りたいと思う。諸賢の御教示を請う。

【補注】補－１以上の考察のほとんどは自立語のアクセント（調値・調類）に関するもので

あり，付属語等のそれについて触れるところは僅かで､ある。これは，その面の研究が従来ほ

とんど行なわれていなかったことによるものであるが，結果として，先島方言のアクセント体

系の記述を不十分ならしめることとなっている。今後，それを明らかにして，さらに十分な

記述を試みたいと思うが，手始めに，ここで，上記諸方言の「自立語十主格助詞」のアクセ

ントについて，知り得る限りのデータから記述を加えて置くこととしたい。

琉球先島方言の「自立語十主格助詞」のアクセント。一覧表
方言 助詞

１－２－１ ９ａ

調 値

○，一・○⑳修

●●～●●し

○○～○○腸

○の～○、惨

〈②○～●●沙〉

○⑳、～○●、＞

●●●～●●●し

○○○～○○○じ

○③①～○鐙＠し

(○⑳○～？）

連接規則

高・降には高く，低には低く連接。

降の①を⑳に変える｡<駁下段〈）

Ｗのものについては，ひとまず考

恵に入れない｡）
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△○○○○’○○○○△（ｅ○○○’○○○△○○’○○

▲室○○○○ｌ●○○○一▲（△）○○○Ｉ●○○▲○○ｌ●○

▲三○○○○Ｉ

空○○●○’○○●○

▲空○○○○Ｉ

△（ｅ○●○○’○●○○

▲三○○○Ｉ

△（ｅ○●○’○●○言△○●）’○●

・心仲毛如懇

侭疹や終端廷Ｓ

－
１

可

心這竺細程ゴ喜岬Ｊ蝿瑠〉匝や呈堂Ｌ
テ

狸拙↑桑心

心這望如桜濡Ｓ味Ｊ蝿剛〉匝托亘味・〉望捕亘堂・望」

。仰十一之抽一ｍ碧一釦沌Ｓ堂。Ｊ弾矧〉

言（ｂ△▲逆Ⅷ一堂・▲▲托一Ⅷ一味・柿一

号目・心土華純一西如詰匝（ｂ堂Ｊ

蝿倒〉笥汽亘蛍・〉匝柿亘味室目（△▲●●○ｌ●●○

重▲●●●Ｉ

△○●●’○●●

三▲●●○Ｉ

△○●○’○●○

こ▲●○Ｉ●○

△▲●●Ｉ

△●●’○●

△▲●○Ｉ

△●○’○●

三△○○●○ｌ●○○○

（△）△○○○○’○○○○

重△○●○Ｉ●○○

重△○○○’○○○

（ｅ△●○ｌ●○

室△○○’○○

。ぶぺ割Ｕ画一霜Ｓ匝心ｌⅣ国難垂〉〆今Ｃ、Ｕ一味Ｊ蝿鋼〉望Ｕ－Ｐ矧

△○○○○’○○○○△○○○’○○○△○○’○○

▲○○○○Ｉ●○○○▲○○○Ｉ●○○▲○○ｌ●○

。（〆。廻心仲や傘諜ゆゃ鞄剛〉目Ｓ▲●○・通やＪ輯Ⅷ一瀧卜

１坪国Ｓ味．Ｊ壇程）心這望如桜鵬Ｓ味Ｊ弾剤〉姫端亘味・〉竺托一叩遍｝

・岬Ｎ割Ⅷ画一霜Ｓ排雪釦疎

毎Ｊ蝿潮〉沌捕亘味・〉酋再亘遺

△○●○’○●○

△○○●’○○●

▲○○○Ｉ●○○

△○●’○●

ｌ●●

▲○○ｌ●○

。

”令「心ヤ埠剛〉望叩唇釧」

ご
~
。

△●○Ｉ●○

△○●’○●

△○○’○○

。（心セセ仙一西如詰匝適い〆今八、Ｕ一

鵬トー卑国Ｓ堂１超京三喜ぶ点

や一一垂睡築Ｓ《一弾Ｎ坤如熱韮叩画一霜

Ｓ程蚕喜岬）心ヤ蝿鋼〉封万一Ｗ剣

△○●○’○●○

△○●●’○●●

△○○○’○○○

△●○ｌ●○

△●●’○●

△○○’○○

・心Ｎ割些ｌ●●

細’○●Ｓ極Ｊ蝿剛〉望Ｕ－ｖ判

△△○●○’○●○

△△○●●’○○●

△△○○○’○○○

△△●○ｌ●○

△△●●’○●

△△○○’○○

〆
ー
、

|ﾛ回

・心Ｎ割り画一需Ｓ

遇コト１坪［雛・托一や〆点、剛一ｓ

や〆一ＪⅧ廷〈謹伺尋〉Ｓい’Ⅳ画

瀧）沌迩コト１坪画瀧如蛍ｊ灘

鋼〉弓（、△▲越剛一堂・△△耗一剛一望△△○○○’○○○

△▲●●●’○●●

△▲●●○’○●○

△△○○’○○

△
△
△

▲
▲
▲

●
●
●

○
●
○

’
’
’

○
○
●

●
●
○

・岬ヤュ埋濡Ｓ（匝翠コトＩ

中［珊・型や戸一八、剛一（もや〆一ＪＷ桑

〈遡、何塁〉ＳいＩ卑画鯉）沌巡コト

１Ｗ国難如謹Ｊ蝿剛〉望Ｕ一や判△△○○○’○○○

△△●●●’○●●

△△●●○’○●○

△△○○’○○

△△●●Ｉ●●

△△●○Ｉ●○

．つ（屋）

（コロ）コロ

（．つ）コロ

（コロ）

コロ
コロ

コロ

．でロ

．でコロ

．己コロ

胃CY。

門

国ｌｍｌ［

ｍＩｍｌ［

守ｌのｌ［

ｍｌｍＩ［

④ｌのｌ［

トーのｌ［

のｌｍｌ［

再守門

画ｌ》ｌ［
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補一２なお，１拍名詞相当語についてもほとんど記述を加えなかったが，これは，それらが

先島諸方言において引いて発音され，アクセント体系中に２拍名詞としての位置を与えられ

ていることによる。詳しくは，０－２に示した報告①②を参照されたい（１－３－５．１－

４－７のそれについては記述が見られないので，なお検討の余地が有る)。

７

※「方言」の柵に示す数字は，本文の節・項番号である。

※１－４－４については，データが無いので表に掲げなかった。

崎村：琉球先島方言のアクセント体系。再考

１－４－３

１－４－５

１－４－６

１－４－７

nudu

nudu

nudu

nudu

○②～○⑳ｐ，

●●～⑲②Ｐｂ

●○～⑳○じじ

○○～○○ＤＰ

●●-.●●トレ

○③～○⑳じじ

○○～●●トレ

○⑬～○⑳じじ

低く連接し，３モーラ語については，高部を９:き付ける。

○③●～○⑮②じじ

●●●～？

い
い
ｐ

ｐ
じ
じ

○
②
蝿

⑫
、
○

○
○
○

一
一
一

○
○
⑤
③
○
⑮

○③○～○⑳⑳じじ

○○○～●●●トレ

○韓○～○⑨②Ｐｂ

●⑮○～●●●＞じ

全てに低く連接し，それ以前の調

値に影響を与えないのが原則であ

るが，例外的に，降の３モーラ語

については,節２モーラ以後高(第

２モ・ラのく独立性＞が乏しいも

のについては，第３モーラ高）の

調値に変えることが有る。

:低には低く，商には向く迎接す

る」か。

高には低く連接して第２モーラ以

後高の調値に変え，低には高く述

接して高平の調値に変える。

○⑬○○～○③○○じじ




